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はじめに

ここでは、関連するドキュメントと、フィードバックを送信するプロセスについて
説明します。またドキュメントの変更履歴も示します。

■ 5ページの「製品情報Webサイト」
■ 5ページの「関連マニュアル」
■ 7ページの「このドキュメントについて (PDFおよびHTML)」
■ 7ページの「ドキュメントのコメント」
■ 8ページの「変更履歴」

製品情報Webサイト
Sun Fire X4800サーバーの詳細については、Sun Fire X4800サーバーの製品サイトを参
照してください。

http://www.oracle.com/goto/x4800

このサイトには、次の情報やダウンロードへのリンクがあります。

■ 製品情報および仕様
■ サポートされているオペレーティングシステム
■ ソフトウェアおよびファームウェアのダウンロード
■ サポートされているオプションカード
■ 外部ストレージオプション

関連マニュアル
次の一覧は、Oracle Sun Fire X4800サーバーに関連するドキュメントの一覧です。こ
れらのドキュメントとその他のサポートドキュメントは、次のWebサイトで入手で
きます。

http://www.oracle.com/goto/x4800
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ドキュメントグループ マニュアル名 説明

Sun X4800サーバー固有
のドキュメント

Sun Fire X4800サーバー製品ド
キュメント

アスタリスク (*)が付いているすべ
てのドキュメントの統合HTML
版。検索と索引が含まれる。

『Sun Fire X4800サーバーご使用の
手引き』

図を多用した、設定のためのク
イックリファレンス。

『Sun Fire X4800サーバー設置マ
ニュアル』

最初の電源投入まで
の、サーバーの設置、ラック取り
付け、および設定方法。

『Sun Fire X4800サーバーご使用に
あたって』

サーバーに関する重要な最新情
報。

『Sun Installation Assistant 2.3
through 2.4 User’s Guide for x64
Servers』

サポート対象のWindowsまたは
Linux OSの補助付きインス
トール、ファームウェアのアップ
グレード、およびその他の作業に
使用する Sunのツール。

『Sun Fire X4800サーバーOracle
Solarisオペレーティングシステム
設置マニュアル』

Oracle Solaris OSをサーバーにイン
ストールする方法。

『Sun Fire X4800サーバー Linuxオ
ペレーティングシステム設置マ
ニュアル』

サポート対象の Linux OSを
サーバーにインストールする方
法。

『Sun Fire X4800サーバーWindows
オペレーティングシステム設置マ
ニュアル』

サポート対象のバージョンの
Microsoft Windowsをサーバーにイ
ンストールする方法。

『Sun Fire X4800 Server Diagnostics
Guide』

サーバーの問題を診断する方法。

『Sun Fire X4800サーバーサービス
マニュアル』

サーバーのサービスと保守の方
法。

『Sun Fire X4800 Server Safety and
Compliance Guide』

サーバーの安全性および適合性に
関する情報。

『Oracle Integrated Lights Out
Manager (ILOM) 3.0補足マニュアル
Sun Fire X4800サーバー』

サーバーの Integrated Lights Out
Managerのバージョン固有の補足
情報。

『Sun x64 Server Utilities Reference
Manual』

サーバーにインストールされてい
るユーティリティの使用方法。

保守ラベル シャーシとCPUモジュールにある
保守ラベルのコピー。

関連マニュアル
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ドキュメントグループ マニュアル名 説明

Sun Integrated Controller
Disk Management

『Sun x64 Server Disk Management
Overview』

サーバーの記憶域の管理に関する
情報。

x86 Servers Applications
and Utilities Reference
Documentation

『Sun x64 Server Utilities Reference
Manual』

サーバーにインストールされてい
るユーティリティの使用方法。

Oracle Integrated Lights
Out Manager (ILOM) 3.0
Documentation (以前の
Sun Integrated Lights Out
Manager (ILOM) 3.0ド
キュメント)

『Sun Integrated Lights Out Manager
(ILOM) 3.0 Features Updates and
Release Notes』

ILOMの新機能に関する情報。

『Oracle Integrated Lights Out
Manager (ILOM) 3.0 Getting Started
Guide』

ILOM 3.0の概要。

『Oracle Integrated Lights Out
Manager (ILOM) 3.0 Concepts
Guide』

ILOM 3.0の概念に関する情報。

『Oracle Integrated Lights Out
Manager (ILOM) 3.0 Web Interface
Procedures Guide』

ILOMをWebインタフェースを通
じて使用する方法。

『Oracle Integrated Lights Out
Manager (ILOM) 3.0 CLI Procedures
Guide』

コマンドによって ILOMを使用す
る方法。

『Sun Integrated Lights Out Manager
(ILOM) 3.0 Management Protocols
Reference Guide』

管理プロトコルに関する情報。

このドキュメントについて (PDFおよびHTML)
このドキュメントセットは、PDFおよびHTMLの両形式で利用できます。トピック
に基づく形式 (オンラインヘルプと同様)で情報が表示されるため、章、付録、およ
びセクション番号は含まれません。

ドキュメントのコメント
製品ドキュメントの品質向上のため、お客様のご意見、ご要望をお受けしておりま
す。コメントは下記よりお送りください。

http://www.sun.com/secure/products-n-solutions/hardware/docs/feedback

ご意見をお寄せいただく際には、下記のタイトルとパーツ番号を記載してくださ
い。

ドキュメントのコメント
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変更履歴
このドキュメントセットには次の変更が加えられています。

■ 2010年 4月 –設置マニュアルのリリース
■ 2010年 6月 –設置マニュアルおよびご使用の手引きの再リリース
■ 2010年 7月 –その他のドキュメントの初回リリース

変更履歴
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Oracle VMのインストールの概要

本書では、Oracle VMのインストールについて説明し、Oracle Solarisのインストール
ガイドを紹介します。本書では次の項目について説明します。

説明 リンク

ハードディスクの既存のパーティションを消去
して、オペレーティングシステムのインス
トール先となる仮想ディスクを作成する方法を
説明します。

11ページの「OSをインストールする前の準備
作業」

Oracle VMをインストールする方法を説明しま
す。

39ページの「Oracle VMのインストール」
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OSをインストールする前の準備作業

オペレーティングシステムをインストールするには、事前に特定の作業を行う必要
があります。この作業は、OSがブートドライブにすでにインストールされているか
どうか、またはこれまでにパーティションが設定されていない新しいドライブであ
るかどうかによって異なります。

実行する必要のあるタスクは次のとおりです。

■ 11ページの「ブートハードディスクの消去方法」
■ 12ページの「仮想ディスクの作成」

▼ ブートハードディスクの消去方法
サーバーのハードドライブに Solaris OSがプリインストールされている場合がありま
す。その場合は、Linuxをインストールする前に Solaris OSを消去する必要がありま
す。

この手順を開始する前に、Tools and Drivers CDを入手してください。

注意 –この手順を実行すると、ハードドライブのすべてのデータが消去されます。必
要なデータはこの手順を開始する前にバックアップしてください。

ハードドライブ上の必要なデータをバックアップします。

サーバーのCD/DVDドライブにTools and Drivers CDを挿入します。

サーバーにCD/DVDドライブがない場合は、リモートコンソール (JavaRConsole)を
使用します。32ページの「ILOMを使用したコンソールへのアクセスによるリ
モートインストール」を参照してください。

ツールとドライバのCDからシステムをブートします。

ツールとドライバのメインメニューが表示されます。

始める前に

1

2

3
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メインメニューから「Erase Primary Boot Hard Disk (プライマリブートハードディスク
を消去する)」を選択します。

このオプションを選択すると、プライマリハードドライブ上に現在あるすべての
パーティション (診断パーティションを除く)が消去されます。診断パーティション
がある場合、これは消去されません。

12ページの「仮想ディスクの作成」に進みます。

仮想ディスクの作成
オペレーティングシステムをインストールする前に、サーバー上に仮想ディスクを
作成して、イメージのダウンロードに必要な領域を確保する必要があります。この
ダウンロードによってディスクの内容が消去されます。

仮想ディスクは、オペレーティングシステムのダウンロード用の LSIファームウェア
から作成できます。LSIファームウェアには、サーバーの起動時のみアクセスできま
す。Windowsが起動される前に LSIバナーが表示されているときに、Ctrlキーを押し
ながらHキーを押すと、LSIインタフェースが表示されます。

注 –仮想ディスクは、Tools and Drivers DVDの追加ドライバを通じてインストールさ
れるMegaRAIDソフトウェアから作成することもできますが、オペレーティングシ
ステムのインストールには使用しないでください。

12ページの「仮想ディスクの作成方法」を参照してください。

▼ 仮想ディスクの作成方法

サーバーには、サービスプロセッサ (Service Processor、SP)モジュールの IPアドレス
を使用してログインします。

GUIウィンドウで「Remote Control」タブをクリックして、ILOMリモートコント
ロールを起動します。

「KVMS」タブを選択します。

「Mouse Mode」で「Relative」を選択して、「Save」をクリックします。

4

次の手順

1

2

3

4

仮想ディスクの作成
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注 –「Relative」オプションを選択すると、リモートコンソールでマウスをウィンド
ウからウィンドウに動かすことができるようになります。この手順の最後で、この
マウス設定を「Absolute」に変更するよう求められます。

「Redirection (リダイレクション)」タブをクリックします。「Redirection」画面
で、「Launch Remote Console」をクリックします。

「ILOM 3.0 Remote Console」ウィンドウが表示されます。

「Devices」メニューで「Mouse」を選択してマウスを有効にします。

システムを再起動して、LSIバナーが表示されるまで待ちます。バナーページにデバ
イスが表示されたら、Ctrlキーを押しながらHキーを押します。

「Adapter Selection」画面で、「Start」をクリックします。

「MegaRaid BIOS Config Utility Virtual Configuration」画面が表示されます。

5

6

7

8

仮想ディスクの作成
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「MegaRaid BIOS Config Utility Virtual Configuration」画面で、「Configuration Wizard」を
選択します。

9

仮想ディスクの作成
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「Configuration Wizard」画面で「New Configuration」を選択して、「Next」をク
リックします。

「Manual Configuration」を選択します。

「Automatic Configuration」を選択すると、システム上のすべてのハードドライブを
含む単一の仮想ドライブが作成されます。複数のドライブがストライプセット
(RAID0)として設定され、結合された記憶域の単一の仮想ドライブとして表示されま
す。これは、複数の障害ポイントが発生するため、望ましくない場合がありま

10

11

仮想ディスクの作成
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す。つまり、1つのドライブに障害が発生すると、システムが起動しなくなるという
ことです。1つを除き、すべてのドライブを取り外す必要があります。また
は、「Manual Configuration」を選択して、1つのハードドライブだけを使用して仮想
ドライブを作成することもできます。

確認ウィンドウが表示されたら、「Yes」をクリックします。12

仮想ディスクの作成
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「MegaRAID BIOS Config Utility Config Wizard – Drive Group Definition」画面に、システム
内のドライブとドライブグループが表示されます。目的のドライブを選択し
て、「Add To Array」をクリックします。

13

仮想ディスクの作成
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「Accept DG」をクリックしてドライブグループを作成します。

Drive Group0が表示されます。

「次へ」をクリックします。

注 –ドライブグループの選択は、「Reclaim」ボタンをクリックして取り消すことが
できます。

14

15

仮想ディスクの作成
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ドライブグループが「Span Definition」ウィンドウに表示されます。「Add to
SPAN」をクリックします。

16

仮想ディスクの作成
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ドライブグループが「Span」に表示されます。「次へ」をクリックします。17

仮想ディスクの作成

Sun Fire X4800サーバー設置マニュアル (Oracle VM版) • 2010年 7月、Revision A20



「Virtual Drive Definition」画面が表示されます。仮想ドライブのRAIDレベルと設定値
を設定して、「Accept」をクリックします。

RAIDの設定については、サーバーのディスク管理マニュアルを参照してください。

「Write Back with BBU mode」を確認するプロンプトが表示されたら、「Yes」をク
リックします。

18

19

仮想ディスクの作成
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「Config Wizard」ウィンドウで、「Next」をクリックします。20

仮想ディスクの作成
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「Preview」画面が表示されます。仮想ドライブにDrive Group 0が含まれていること
がわかります。

この図は、「Manual Configuration」オプションを使用した単一の仮想ドライブを示
しています。

設定を保存します。

21

22

仮想ディスクの作成
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プロンプトに対して「Yes」をクリックします。仮想ドライブのすべてのデータが削
除されます。初期化するかどうかを指定します。

「Yes」をクリックして終了します。

「Please Reboot Your System」と表示されたら、Altキーを押しながらBキーを押し
て、キーボードプルダウンメニューを表示させます。

注意 –この手順を実行しない場合は、次の手順で「Control Alt Delete」を選択したと
きにローカルマシンが再起動されます。

23

24

25

仮想ディスクの作成
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矢印キーを使用してメニュー内の「Control Alt Delete」を選択し、リモートシステム
を再起動します。Enterを押します。

元の画面に戻り、マウスモードを「Absolute」に設定します。

a. 「Remote Control」画面で「KVMS」タブを選択します。

b. 「Mouse Mode」で「Absolute」を選択します。

c. 「Save (保存)」をクリックします。

26

27

仮想ディスクの作成
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▼ ブートドライブを設定する方法
作成した仮想ドライブにオペレーティングシステムをインストールする場合は、ド
ライブをブートドライブとして設定する必要があります。

「Configuration Wizard」画面で「Virtual Drives」を選択します。

「MegaRAID BIOS Config Utility Virtual Drives Configuration」画面が表示されます。

1

仮想ディスクの作成
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オプションの 1つとして「Set_Boot Drive (current=none)」が表示されているかどうか
を確認します。

「Set_Boot Drive (current=none)」オプションが表示されている場合は、ブートドライ
ブが設定されていません。

「Set_Boot Drive (current=none)」をオンにして、「Go」をクリックします。

2

3

仮想ディスクの作成
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メディアの取得方法の選択

この節では、Oracle VMインストールメディアの取得方法を選択する必要がありま
す。

メディアの取得方法 その他の要件

シリアルポートまたはビデオポートとローカル
DVDを使用:サーバーに接続された物理
CD/DVDドライブと、サーバーのシリアル
ポートまたはビデオポートに接続された端末を
使用します。

サーバーのUSBドングルポートに直接接続され
たUSB CD/DVDドライブを使用し、シリアル
ポートまたはビデオポートを通じてサーバーコ
ンソールにアクセスします。29ページの「シリ
アルポートまたはビデオポートを使用したコン
ソールへのアクセスによるローカルインス
トール」を参照してください。

ILOMとリモートDVDまたは ISOイメージを使
用: JavaRConsoleを実行しているリモートシステ
ム上で、リダイレクトされた物理CD/DVDドラ
イブか ISOイメージファイルを使用します。

ブラウザを備えたリモートシステム、接続され
た物理CD/DVDドライブ、Linux配布
DVD、サーバーの管理ポートへのネットワーク
アクセス。この方法を使用する場合は、
32ページの「ILOMを使用したコンソールへの
アクセスによるリモートインストール」を参照
してください。

PXEイメージを使用: PXE環境から取得できるカ
スタマイズされたイメージを使用します。

サーバーのセットアップ、PXEの実行、使用し
ているサーバーに合わせてカスタマイズされた
イメージ。『Sun Fire X4800サーバー Linuxオペ
レーティングシステム設置マニュア
ル』の「PXEインストールをサポートするため
の Linuxサーバーの設定」」参照してくださ
い。

シリアルポートまたはビデオポートを使用したコン
ソールへのアクセスによるローカルインストール

OSをインストールするには、システムコンソールの出力を表示する必要がありま
す。出力は、シリアルポートまたはビデオポートのどちらでも表示されます。

29
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注 –このトピックでは、デフォルトのビデオポート出力およびシリアルポート出力に
ついて説明します。コンソールコマンドやGRUBメニュー選択などのほかの設定で
は、動作が異なる場合があります。

端末またはノートパソコンを使用している場合は、マルチポートケーブル (別名「ド
ングル」)を使用してサーバーのシリアルポートまたはビデオポートに接続し、コン
ソールにアクセスできます。『Sun Fire X4800サーバー設置マニュアル』の「管理
(SP)ケーブルの接続」を参照してください。

■ シリアルポート -マルチポートケーブルのシリアルコネクタと、端末または
ノートパソコンをシリアルケーブルで接続します。SPを起動してからOSが立ち
上がるまでの間に、すべての出力がシリアルポートに表示されます。30ページ
の「シリアルポートの設定方法」を参照してください。

■ ビデオポート - KVMのVGAモニターケーブルをサーバーのマルチポートケーブ
ルのビデオポートに接続します。SPの起動が完了すると POST/BIOSプロセスが
開始し、すべての出力がビデオポートに表示されます。これは、OSが立ち上が
るまで続きます。ほとんどのOSでは、継続してビデオポートに情報が表示され
ます。ハードウェアのセットアップについては、『Sun Fire X4800サーバー設置マ
ニュアル』の「管理 (SP)ケーブルの接続」を参照してください。

▼ シリアルポートの設定方法

端末、または端末エミュレーションソフトウェアを実行しているノートパソコン
を、サーバーのマルチポートケーブルを使用してシリアルポートに直接接続しま
す。

次の端末設定を使用します。

8,n,1:データビット 8、パリティなし、ストップビット 1

9600ボーレート

ソフトウェアのフローコントロール無効 (XON/XOFF)

サーバーの電源を入れます。

コンソール出力がシリアルポートに表示されます。

出力が表示されない場合は、BIOSで出力を設定する必要がある可能性がありま
す。BIOSで出力を設定するには、次の手順に従います。

必要に応じて、BIOSの設定を確認します。

a. POSTの実行中、起動プロセスの間に F2 (リモートキーボード上では F4)を押して
BIOSに切り替えます。

1

2

3

シリアルポートまたはビデオポートを使用したコンソールへのアクセスによるローカルインストール

Sun Fire X4800サーバー設置マニュアル (Oracle VM版) • 2010年 7月、Revision A30

http://docs.sun.com/doc/821-2231/gixix?a=view
http://docs.sun.com/doc/821-2231/gixix?a=view
http://docs.sun.com/doc/821-2231/gixix?a=view
http://docs.sun.com/doc/821-2231/gixix?a=view


b. 右向き矢印キーを使用して「Advanced」タブに移動します。
左および右向き矢印キーを使用して「BIOS Setup Utility (BIOSセットアップ
ユーティリティー)」メニュータブにアクセスできます。

c. 下向き矢印キーを使用して「Remote Access Configuration」オプションを強調表示
し、Enterキーを押します。
「Configure Remote Access type and parameters (リモートアクセスタイプとパラ
メータの構成)」サブメニューの画面が表示されます。

d. 「Remote Access」が「Enabled」に設定されていることを確認します。

e. 「Redirection after POST」が「Always」に設定されていることを確認します。

f. 変更を保存してBIOSを終了するには、F10キーを押します。

OSにGRUBが含まれている場合は、同様に設定を行ってシリアルコンソールの設定
パラメータを追加する必要がある場合があります。以下を実行します。

a. GRUBメニューが表示されたら、「e」を押して編集します。

b. /boot/grub/menu.lstを変更します。たとえば、次のように入力します。
変更前:
# grub.conf generated by anaconda

#

# Note that you do not have to rerun grub after making changes to this file

# NOTICE: You have a /boot partition. This means that

# all kernel and initrd paths are relative to /boot/, eg.

# root (hd0,0)

# kernel /vmlinuz-version ro root=/dev/sda3

# initrd /initrd-version.img

#boot=/dev/sda

default=1

timeout=5

title Oracle VM Server-ovs (xen-2.6.18-164.el5ovs)

root (hd0,0)

kernel /xen.gz-2.6.18-164.el5

module /vmlinuz-2.6.18-164.el5xen ro root=LABEL=/

module /initrd-2.6.18-164.el5xen.img

title Oracle VM Server-ovs Server-base (2.6.18-164.el5)

root (hd0,0)

kernel /vmlinuz-2.6.18-164.el5 ro root=LABEL=/

initrd /initrd-2.6.18-164.el5.img

変更後:

# grub.conf generated by anaconda

#

# Note that you do not have to rerun grub after making changes to this file

# NOTICE: You have a /boot partition. This means that

# all kernel and initrd paths are relative to /boot/, eg.

4
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# root (hd0,0)

# kernel /vmlinuz-version ro root=/dev/sda3

# initrd /initrd-version.img

#boot=/dev/sda

default=1

timeout=5

serial --unit=0 --speed=9600

terminal --timeout=5 serial console

title Oracle VM Server-ovs (xen-2.6.18-164.el5ovs)

root (hd0,0)

kernel /xen.gz-2.6.18-164.el5 com1=9600 console=com1

module /vmlinuz-2.6.18-164.el5xen ro root=LABEL=/ console=ttyS0,9600

module /initrd-2.6.18-164.el5xen.img

title Oracle VM Server-ovs Server-base (2.6.18-164.el5)

root (hd0,0)

kernel /vmlinuz-2.6.18-164.el5 ro root=LABEL=/ earlylprintk=ttyS0,9600 console=ttyS0,9600

initrd /initrd-2.6.18-164.el5.img

c. -B console = ttya と入力して、シリアルコンソールに直接出力します。

■ 39ページの「Oracle VMのインストール」

ILOMを使用したコンソールへのアクセスによるリモート
インストール

サーバーの ILOM (Integrated Lights Out Manager)を使用すると、リモートシステムに
マウントされたCD/ DVDまたは ISOイメージを使用して、オペレーティングシステ
ムをインストールできます。リモートコンソール機能によって、オペレーティング
システムをインストールしているサーバーに接続されているかのように、リモート
システムのキーボード、マウス、ビデオ、およびストレージを使用できます。リ
モートコンソールセッションを一度設定すれば、リモートでマウントされた配布メ
ディア (CD/DVDまたはそれに相当する ISOファイル)からサーバーを起動できま
す。

この節では、JavaRConsoleでリモートのコンソールシステムをセットアップして
ネットワーク経由で Linuxメディアを取得し、Sunサーバーにオペレーティングシス
テムをインストールする方法について説明します。次のいずれかの方法を選択しま
す。

■ 32ページの「サーバーの ILOM Webインタフェースを使用したサーバーコン
ソールへのアクセス方法」

■ 37ページの「サーバーの ILOM CLIインタフェースを使用したサーバーコン
ソールへのアクセス方法」

▼ サーバーの ILOM Webインタフェースを使用したサーバーコン
ソールへのアクセス方法
次の要件が満たされている必要があります。

次の手順

始める前に
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■ JavaRConsoleシステムでは、Solaris、Linux、またはWindowsが実行されている必
要があります。

■ Sunサーバーの Ethernet管理ポートにアクセスできるネットワークに JavaRConsole
システムが接続されている必要があります。

■ Java Runtime Environment (JRE) 1.5以降がインストールされている必要がありま
す。CD-ROMのリダイレクトでは 32ビット Javaを使用する必要があります。

■ JavaRConsoleシステムで Solarisを実行している場合は、JavaRConsoleが
CD/DVD-ROMドライブにアクセスできるように、ボリューム管理を無効にする
必要があります。

■ JavaRConsoleシステムでWindowsを実行している場合は、Internet Explorerの拡張
セキュリティ機能を無効にする必要があります。

■ サーバーの ILOMサービスプロセッサにネットワークアクセスできる必要があり
ます (『Sun Fire X4800サーバー設置マニュアル』の「管理 (SP)ケーブルの接
続」を参照)。また、使用しているサーバーに対応した ILOM (Integrated Lights Out
Manager)のドキュメントの指示に従い、ILOMの設定を済ませている必要もあり
ます。

Integrated Lights Out Manager (ILOM)サービスプロセッサの IPアドレスを JavaRConsole
システムのブラウザに入力して、リモートコンソールアプリケーションを起動しま
す。

「Security Alert」ダイアログボックスが表示されます。

1
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「Yes (はい)」をクリックします。

ILOMのログイン画面が表示されます。

ユーザー名とパスワードを入力し、「Log In (ログイン)」をクリックします。

デフォルトのユーザー名は root、デフォルトのパスワードは changemeです。

ILOMの「Version Information (バージョン情報)」画面が表示されます。

ILOM Webインタフェースで「Remote Control」タブをクリックします。

「Launch Redirection (リダイレクトの起動)」画面が表示されます。

注 –「Mouse Mode Settings (マウスモード設定)」タブでマウスモードがAbsolute (絶対)
モードに設定されていることを確認します。

2

3

4
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「Launch Remote Console」をクリックします。

注 – JavaRConsoleシステムのリダイレクトにWindowsシステムを使用している場合
は、「Launch Redirection (リダイレクトの起動)」をクリックした後に、警告がもう 1
つ表示されます。「Hostname Mismatch (ホスト名の不一致)」ダイアログボックスが
表示されたら、「Yes (はい)」ボタンをクリックします。

5
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場合によっては「Remote Control」ダイアログボックスが表示されます。

リモートコントロールの「Login」ダイアログボックスを使用して再度ログインする
よう要求された場合は、ユーザー名とパスワードを入力し、「OK」をクリックしま
す。

デフォルトのユーザー名は root、パスワードは changemeです。

正常にログインすると、JavaRConsole画面が表示されます。

選択した取得方法に応じて、「Devices」メニューからCDのオプションを 1つ選択し
ます。

■ CD-ROMリモート: JavaRConsoleシステムに接続されたCD/DVD-ROMドライブか
らオペレーティングシステムソフトウェアCD/DVDのコンテンツにサーバーをリ
ダイレクトする場合は、「CD-ROM」を選択します。

■ CD-ROMイメージ: JavaRConsoleシステム上にあるオペレーティングシステムソ
フトウェアの .isoイメージファイルにサーバーをリダイレクトする場合
は、「CD-ROM Image」を選択します。

6

7
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注意 – CD-ROMリモートまたはCD-ROMイメージのオプションを使用して Linux
OSをインストールすると、CD-ROMのコンテンツにネットワーク経由でアクセ
スするため、インストールにかかる時間が大幅に長くなります。インストールに
かかる時間は、ネットワークの接続状態とトラフィックによって異なります。

■ 39ページの「Oracle VMのインストール」

▼ サーバーの ILOM CLIインタフェースを使用したサーバーコン
ソールへのアクセス方法

端末ウィンドウを開き、次のコマンドを入力してCMMへの SSH接続を確立します。
# ssh root@sp_ip

sp_ipは、サーバーのサービスプロセッサの IPアドレスです。

ログインプロンプトが表示されます。

次に示すように、rootとしてログインしてルートパスワードを入力します。
/hostname/login: root

password:xxxxxxxx

正常にログインすると、次のプロンプトが表示されます。

–>

コンソールにリダイレクトするには、次のコマンドを入力します。

–> start /SP/console

次の手順

1

2

3
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Oracle VMのインストール

使用しているサーバーで、Oracle VM 2.2.1を動作させることができます。Oracle VM
は、仮想マシン (VM)を作成して管理できる仮想化環境プラットフォームです。これ
らの各仮想マシンは同一の物理サーバー上に存在しますが、独立した別個の物理
サーバーのように動作します。Oracle VMで作成された各仮想マシンには、仮想の
CPU、オペレーティングシステム、ネットワークインタフェース、およびスト
レージがそれぞれ割り当てられます。

Oracle VMは次のコンポーネントで構成されています。

■ Oracle VM Manager:仮想マシンを作成および管理するためのユーザーインタ
フェースとして機能するWebアプリケーション。仮想マシンの作成 (テンプ
レートを含む)、ライフサイクルの管理 (配置、移行、削除)、およびリソースの管
理 (ISOファイル、テンプレート、共有ストレージリソース)などの機能が含まれ
ます。

■ Oracle VM Server: Xenハイパーバイザーを基盤とし、仮想マシンおよびOracle VM
Agentの実行に使用される軽量かつセキュアな仮想化環境。

■ Oracle VM Agent: Oracle VM Server上にインストールされ、Oracle VM Managerと通
信します。Oracle VM Server、サーバープール、およびリソースを管理するための
WebサービスAPIが含まれています。

この節では、Oracle VMのインストールに関する次のトピックについて説明します。

手順 説明 リンク

1 Oracle VMインストールの概要について理
解します。

39ページの「Oracle VMのインストール」

2 システム要件を確認します。 40ページの「システム要件」

3 インストールイメージを入手してDVDに
書き込むか、またはサーバー上にコピーし
ます。

41ページの「Oracle VMソフトウェアの入手
方法」

4 Oracle VM Serverをインストールします。 41ページの「Oracle VM Serverのインス
トール方法」
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手順 説明 リンク

5 Oracle VM Managerをインストールしま
す。

42ページの「Oracle VM Managerのインス
トール方法」

6 共有ストレージ、サーバープール、および
仮想マシンを作成します。

43ページの「VMリソースの作成および管
理」

システム要件
■ Oracle VMのインストールには、静的 IPアドレスが割り当てられた 2つのシステ
ムが必要です。一方のシステムでOracle VM Serverを実行し、もう一方のシステ
ムでOracle VM Managerを実行します。

■ Oracle VM Serverを実行するシステムでは、最初にクリーンインストールを実行し
て、プリインストールされたOSやファームウェアレベルのRAIDボリュームを削
除する必要があります。

■ Oracle VM Managerを実行するシステムには、次のOSのいずれかをインストール
する必要があります。
■ Oracle Enterprise Linux Release 4.5以降
■ Red Hat Enterprise Linux Release 4以降

■ Oracle VMメディアセットまたはそれに相当する ISOイメージ。ISOイメージを使
用すると、リモートインストールの実行や、インストールCD/DVDの作成が可能
です。

■ Oracle VMソフトウェアのリリースノートを確認します。このドキュメント
セットは、http://download.oracle.com/docs/cd/E15458_01/index.htmにありま
す。

■ DVD-ROMドライブ。

注 –リモートインストールを実行する場合は、DVD-ROMドライ
ブ、キーボード、マウス、およびモニターを、サーバーではなくローカルシステ
ムに接続します。また、実際のCD/DVDではなく、ISOイメージを使用すること
もできます。

■ USBで接続したキーボードとマウス。
■ モニター。
■ ネットワークを使用したサーバーのオペレーテイングシステムの設定時
に、Oracle VM Serverで使用されている各ネットワークインタフェースの (OSに
よって割り当てられた)論理名および物理名 (MACアドレス)の指定が必要となる
場合があります。詳細については、『Sun Fire X4800サーバー Linuxオペ
レーティングシステム設置マニュアル』の「Linux OS設定用の論理および物理
ネットワークインタフェース名の特定」を参照してください。
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▼ Oracle VMソフトウェアの入手方法

Oracle VMソフトウェアを以下のWebサイトからダウンロードします。

http://www.oracle.com/virtualization

ソフトウェアをシステムにインストールする場合は、ISOイメージをCD/DVDに書き
込みます。

Oracle VM ManagerのCD/DVDと、ブート可能なOracle VM ServerのCD/DVDを入手
する必要があります。

▼ Oracle VM Serverのインストール方法
40ページの「システム要件」を参照してください。

次のいずれかの方法を使用して、サーバーコンソールに接続します。

■ 29ページの「シリアルポートまたはビデオポートを使用したコンソールへのアク
セスによるローカルインストール」

■ 32ページの「ILOMを使用したコンソールへのアクセスによるリモートインス
トール」

まだ行っていない場合は、手順 1で選択した方法に応じて、Oracle VM Serverの配布
CD/DVDを挿入するか、または ISOイメージ配布メディアにアクセスします。

サーバーの電源を入れるか、またはリセットします。

BIOSメッセージがコンソールに表示されます。

1

2

始める前に
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メッセージで選択肢が表示されたら、F8を押します。
しばらくすると、起動デバイスの選択メニューが表示されます (次の例を参照)。

一覧から起動デバイスを選択します。
物理CD/DVDまたは ISOイメージから起動するには、CD/DVDを選択します。

制御がメディア上のOSインストールプログラムに移ります。

ブートプロンプトに「Enter」と入力します。

表示に従ってソフトウェアをインストールします。
Oracle VM ServerおよびOracle VM Agentソフトウェアがインストールされます。

詳細については、以下にあるOracle VM Serverのインストールガイドを参照してくだ
さい。

http://download.oracle.com/docs/cd/E15458_01/index.htm

▼ Oracle VM Managerのインストール方法
Oracle VM Serverを Sunサーバーにインストールしている場合は、リモートシステム
にマウントされたCD/ DVDまたは ISOイメージを使用して、ILOM (Integrated Lights
Out Manager)でソフトウェアをインストールできます。リモートコンソール機能に
よって、オペレーティングシステムをインストールしているサーバーに接続されて
いるかのように、リモートシステムのキーボード、マウス、ビデオ、およびスト
レージを使用できます。リモートコンソールセッションを一度設定すれば、リ
モートでマウントされた配布メディア (CD/DVDまたはそれに相当する ISOファイ
ル)からサーバーを起動できます。

サポートされているオペレーティングシステムを実行しているサーバーで、Oracle
VM ManagerのCDを挿入してマウントします。

CDのルートに移動して、次のスクリプトを実行します。
# sh runInstaller.sh

4
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注 –まだ rootユーザーでない場合は、suコマンドを使用してルートパスワードを入
力し、インストールスクリプトを起動するのに必要な権限を自身に付与します。

表示に従ってソフトウェアをインストールします。

詳細については、以下にあるOracle VM Managerのインストールガイドを参照してく
ださい。

http://download.oracle.com/docs/cd/E15458_01/index.htm

VMリソースの作成および管理
Oracle VM ServerとOracle VM Agent、およびOracle VM Managerをインストールする
と、仮想リソースを作成、管理できます。

■ 共有ストレージリポジトリを作成します。耐障害性の向上を目的に、このスト
レージを使用する複数の仮想マシンをクラスタ構成内でセットアップできま
す。共有ストレージのオプションは次のとおりです。
■ iSCSI (Internet SCSI)ネットワークプロトコルを使用したOCFS2 (Oracle Cluster

File System)
■ SAN (Storage Area Network)を使用したOCFS2
■ NFS (Network File System)
■ マルチパスフェイルオーバーが可能なパーティション

■ 仮想マシンのサーバープールを作成します。
■ サーバープールに仮想マシンを作成します。

詳細については、以下にあるOracle VMのインストールガイドを参照してください。

http://download.oracle.com/docs/cd/E15458_01/index.htm

3

VMリソースの作成および管理
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